
Classification of the Indus Type Seals in Light of Their Carving 
Techniques and its Significance:

Archaeological Consideration through SEM and 3D (PEAKIT) Analyses

インダス式印章とは、印面に一角獣

をはじめとする主モチーフと平均2〜5

文字程度のインダス文字が陰刻され、

裏面に紐を通すためのつまみをもつ方

形・押捺型の判子状の凍石製遺物で

ある。インダス文明（紀元前2600〜

1900年頃）を特徴づける遺物の一つだ。

本報告では、当該遺物の彫刻技術

を、SEM観察と3D（PEAKIT）解析を

利用して考古学的に検討する。考察

部分では、彫刻技術にもとづいて当該

遺物を分類し、その意義について考え

てみたい。
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